
――これから冬になり、芝の色の
変化も楽しみです。寒くなっても
園庭を駆け回る子どもたちの元気
な声が聞こえてくることでしょう。

広報サポーターは、公募により選
ばれた市民記者です。これからも
市民の目線で、市内各地のイベン
トなどを取材していただきます。

園庭、校庭、
市いっぱいに
広がる―緑の芝生広報サポーター

羽佐田明美さん（寺津町）

芝生化を前に、スプリンクラーの設置
工事が始まりました。

天気は快晴。この日は、親子ふれあい
参観日で、たくさんの保護者と園児で
広い園庭も埋まりました。園芸業者の
方や園長先生が分かりやすく作業内容
を説明。いざ植栽へ！　榊原市長、町
内会やＰＴＡ役員の方々も植え付けに
参加してくださいました。苗を植え付
ける位置に線で印が付けてあり、線の
交点に１株ずつ芝を植えていきます。
最後は足で踏み、芝を押さえつけて完
了です。植え付けた後、スプリンクラ
ーから水が！　水のシャワーができて
うれしそう。多くの方の参加により、
作業時間は１時間もかからず、無事終
わりました。暑かったけど、楽しく植
え付けができました。１㎡に８株くら
い、これからどのように伸びていくの
でしょうか。

植え付けから約１か月後の芝の状態。
暑さにもめげず順調に成長し、苗が隣
同士くっつくようになってきました。
コケのような香りがしています。

自走式芝刈り機。かなりの威力のよう
で、先生たちがまず試し刈り。今後は
予定を決め、年長児の保護者が順番に
刈ることになっています。

親子運動会。ついにこの日がやってき
ました。しかし、早朝から雨…このま
まだと延期かと思いきや、小雨になり
決行。園庭の状態は大丈夫かと少し不
安になりましたが、軽く湿っているく
らい。排水の良さを実感しました。途
中、日が当たり、風も出てきましたが、
照り返しの暑さ、土ぼこりから解放さ
れていた気がします。今回、大半は曇
っていましたが、実際、土と芝生では、
涼しさや開放感も全く違うようです。
芝がぬれたためか、滑りやすく転倒し
た子もいましたが、ひどい傷にはなっ
ていない様子。これなら今まで以上に
思いっきり走れます。

　西尾市は、保育園・幼稚園の園庭芝生化事業を推進しています。
この12月までに2６園で実施されました。今回は、寺津保育園の芝生
化の様子を、写真と一緒にレポートします。従来の土の園庭しか知
らないので、芝生ってどうなるのだろう…と半信半疑でした――

今回の芝生化は、低コストで維持管理
が簡単な「ティフトン」という品種を
用いています。芝生と雑草を一緒に刈
り込みでき、養生などによる立ち入り
制限もほとんど必要ないとのこと。草
取りや消毒を行わないため、水まきと

芝刈りが主な作業とな
り、保護者の負担も少
ないそうです。
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市民記者が行く！
広報サポーター
レポート
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1

８月

10
８月

31

芝を刈って、とてもきれいに生えてい
ます。青い空に緑の芝生。青々とした
芝の香りがします。

この芝生化事業は「あ
いち森と緑づくり事
業」の対象事業として
愛知県から助成を受け
て実施しています。

―　MEMO　―

▼

▼

▼
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伝統と文化を継承する
コミュニティー

赤
あか
羽
ばね
木
き
遣
やり
太鼓保存会

一
色
町
赤
羽
の
「
赤
羽
木
遣
太
鼓
保
存

会
」
は
、
平
成
14
年
3
月
に
行
わ
れ
た
地

元
の
若

に
ゃ
く

一い
ち

神
社
ご
遷
宮
の
際
に
、
拝
殿
の

棟
木
の
奉
納
の
た
め
結
成
さ
れ
た
「
木
遣

り
隊
」
を
中
心
と
し
て
、
平
成
1５
年
７
月

に
結
成
さ
れ
ま
し
た
。
木
遣
り
歌
は
「
江

戸
木
遣
り
」
と
呼
ば
れ
る
、
江
戸
中
期
か

ら
町
火
消
の
間
に
歌
わ
れ
た
も
の
を
受
け

継
い
で
い
ま
す
。
平
成
17
年
か
ら
纏ま

と
い
も
加

わ
り
、
木
遣
り
の
雰
囲
気
を
一
段
と
高
め

て
い
ま
す
。
赤
羽
太
鼓
は
、
昭
和
34
年
の

伊
勢
湾
台
風
以
降
、
約
4０
年
途
絶
え
て
い

た
も
の
を
修
復
し
、
復
活
さ
せ
ま
し
た
。

現
在
、
保
育
園
児
か
ら
シ
ニ
ア
ま
で
幅

広
い
年
齢
の
方
が
所
属
し
、
毎
週
日
曜
日

の
夜
に
、
赤
羽
ふ
れ
あ
い
会
館
で
練
習
し

て
い
ま
す
。
結
婚
式
や
上
棟
式
、
イ
ベ
ン

ト
で
の
演
奏
な
ど
多
方
面
で
活
動
し
、
祭

礼
に
は
欠
か
せ
な
い
も
の
と
し
て
地
域
の

皆
さ
ん
の
声
援
を
励
み
に
頑
張
っ
て

い
ま
す
。

保
存
会
が
発
足
し
、
早
い
も
の
で

今
年
で
13
年
。
次
の
世
代
へ
技
術
や

心
意
気
を
伝
え
て
い
く
時
期
を
迎
え

ま
し
た
。
赤
羽
の
伝
統
を
伝
え
て
い

く
こ
と
は
、
日
本
の
伝
統
芸
能
の
技

術
や
文
化
の
継
承
に
も
つ
な
が
り
ま

す
。
こ
れ
か
ら
も
赤
羽
の
伝
統
を
継

承
す
る
会
員
を
育
成
し
て
い
き
ま
す
。

問
小
堀
（
☎
０
９
０
・
１
８
２
７
・

４
１
１
２
／
一
色
町
）

このコーナーに登場してくれるサークル・
ボランティア団体を募集しています。詳し
くは、秘書課広報担当（☎６５・２１５９）へ。

牧野 夢
ゆめ

大
と

くん

（吉良町）
平成２6年1２月生まれ
じいちゃんのトラクタ
ーが大好き！笑顔で元
気いっぱい育ってね♡

中根 壮
そう

真
ま

くん

（下矢田町）
平成２6年1２月生まれ
壮ちゃんの笑顔でパパ
とママは幸せ♡　大き
く元気に育ってね。

石森 瑚
こ

虎
とら

くん

（一色町）
平成２７年６月生まれ
チビ助な瑚虎、家族み
んなの宝物です。大好
き！！

鈴木 理
り

市
いち

くん

（一色町）
平成２７年５月生まれ
いつも笑顔で家族に幸
せをくれてありがとう。
元気に成長してね！

小倉 心
こ は る

桜ちゃん

（下矢田町）
平成２７年６月生まれ
心桜がいてくれて幸せ
だよ。心のあたたかい
子に育ってね。

鈴木 彩
さ

月
き

ちゃん

（中町）
平成２７年５月生まれ
食べるの大好き♡
いっぱい食べてすくす
く大きくなってね！

大山 寧
ねね

ちゃん

（吉良町）
平成２７年５月生まれ
大きな返事にすてきな
笑顔♪　お兄ちゃんと
なかよくね～☆

鈴木 あゆみちゃん

（中原町）
平成２6年1２月生まれ
いつもみんなを笑わせ
てくれるあゆみ。元気
に大きくなってね！
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に
し
お
駅
伝
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で
健
康
づ
く
り
！！

ス
ポ
ー
ツ
に
し
お

ス
ポ
ー
ツ
に
し
お

問スポーツ課振興担当（☎54・０００２／総合体育館内）

Ｖ
ｏ
ｌ・2１

人
々
の
暮
ら
し
や
風
俗
な
ど
を
丹
念
に
調
べ
、
未
来
に
伝
え
て
い
く
た
め
に
「
民

俗
編
」
の
編
さ
ん
を
進
め
て
い
ま
す
。
祭
礼
に
つ
い
て
は
、
行
事
の
様
子
を
調
査
す

る
だ
け
で
な
く
、
事
前
準
備
の
調
査
や
、
地
元
の
皆
さ
ん
か
ら
の
情
報
の
聞
き
取
り
、

時
に
は
事
後
の
調
査
な
ど
を
し
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
調
査
で
、
そ
の
祭
礼
が
持
つ

意
味
を
読
み
解
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
と
に
１０
月
・
１１
月
は
、
稲
の
収
穫
も
終
わ
り
、
秋
の
祭
礼
シ
ー
ズ
ン
で
す
。
秋

の
祭
礼
は
1
年
の
恵
み
を
神
に
感
謝
す
る
た
め
に
行
わ
れ
る
も
の
で
、
古
く
か
ら
農

業
が
盛
ん
な
西
尾
市
域
で
は
毎
週
末
、
必
ず
ど
こ
か
で
祭
礼
が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

市
史
の
調
査
で
は
毎
週
の
よ
う
に
ど
こ
か
の
神
社
を
訪
れ
ま
し
た
。
日
程
が
重
な
る

こ
と
も
し
ば
し
ば
で
、
１
日
に
複
数
の
神
社
を
回
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
う
ち
の
一
つ
、
室
町
の
神
明
社
「
秋
の
祭
礼
」
の
最
後
に
行
わ
れ
る
「
御お

櫃ひ
つ

割わ
り

」
は
、
市
の
無
形
民
俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
祭
礼
そ
の
も
の
は
各
地

の
五
穀
豊
穣
の
感
謝
の
祭
り
と
同
様
に
、
神
事
と
し
て
粛
々
と
進
め
ら
れ
ま
す
。
そ

し
て
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
、
最
後
に
行
わ
れ
る
御
櫃
割
は
神
前
に
供
え
ら
れ
た
こ
わ
め

し
入
り
の
お
櫃
を
厄
男
と
氏
子（
年
行
司
）が
取
り

合
い
、
そ
こ
に
氏
子
が
手
桶
か
ら
甘
酒
を
か
け
る

と
同
時
に
厄
男
が
お
櫃
を
奪
い
ま
す
。
奪
っ
た
お

櫃
は
し
め
縄
を
外
し
、
蓋ふ

た

を
拳
で
叩
き
割
り
、
中

の
こ
わ
め
し
を
手
づ
か
み
で
食
べ
ま
す
。
こ
れ
を

食
べ
る
と
「
病
気
に
な
ら
な
い
」
と
い
わ
れ
、
参

詣
者
に
も
振
る
舞
わ
れ
ま
す
。

こ
う
し
た
祭
礼
行
事
は
、
準
備
か
ら
片
付
け
ま

で
ム
ラ
人
総
出
で
行
う
一
大
イ
ベ
ン
ト
で
、
そ
の

伝
統
は
後
世
に
伝
え
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

今
で
こ
そ
、
写
真
や
動
画
な
ど
で
記
録
し
て
伝
え

る
方
法
を
取
っ
て
い
ま
す
が
、
か
つ
て
は
、
口
伝

え
や
体
験
に
よ
っ
て
伝
え
ら
れ
て
き
た
も
の
で
す
。

市
史
で
は
そ
う
し
た
市
内
各
地
の
祭
礼
の
様
子
を

伝
え
ら
れ
る
よ
う
努
め
ま
す
。

問岩瀬文庫（☎５６・２４５９）

１２
月
１８
日
㈰
に
、
愛
知
こ
ど
も
の

国
で
に
し
お
駅
伝
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

が
開
催
さ
れ
ま
す
。
小
学
生
か
ら
シ

ニ
ア
ま
で
７
部
門
に
分
か
れ
、
健
脚

を
競
い
合
い
ま
す
。
ど
の
コ
ー
ス
も

上
り
坂
や
下
り
坂
が
あ
り
、
か
な
り

き
つ
い
コ
ー
ス
と
な
っ
て
い
ま
す
。

に
し
お
駅
伝
が
愛
知
こ
ど
も
の
国

で
開
催
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
、

今
回
で
５
回
目
。
過
去
最
高
の
２
３

５
チ
ー
ム
が
出
場
し
、
多
く
は
西
尾

市
内
か
ら
の
出
場
で
す
。
会
社
の
仲

間
や
家
族
、
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
な
ど
、

編
成
は
さ
ま
ざ
ま
で
、
優
勝
を
目
指

す
チ
ー
ム
は
も
ち
ろ
ん
、
親
睦
目
的

で
楽
し
ん
で
走
る
チ
ー
ム
も
多
い
よ

う
で
す
。

当
日
は
、
名
鉄
こ
ど
も
の
国
駅
か

ら
会
場
へ
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
が
出
ま
す
。

応
援
者
も
乗
る
こ
と
が
で
き
る
の
で

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

市
の
ス
ポ
ー
ツ
推
進
計
画
で
は
、

「
週
１
回
ス
ポ
ー
ツ
を
し
よ
う
！！
」

と
掲
げ
て
い
ま
す
。
こ
の
大
会
を
機

に
、
日
頃
運
動
す
る
習
慣
が
な
い
人

に
も
、
運
動
す
る
習
慣
が
身
に
付
く

こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

愛
知
こ
ど
も
の
国
は
ラ
ン
ニ
ン
グ

に
適
し
た
場
所
で
す
。
子
ど
も
に
と

っ
て
は
、
遊
具
で
遊
ん
だ
り
、
広
大

な
敷
地
を
移
動
し
た
り
す
る
こ
と
も

で
き
る
の
で
、
運
動
と
し
て
効
果
抜

群
で
す
。
遊
ぶ
こ
と
が
運
動
で
あ
り
、

ス
ポ
ー
ツ
で
す
。
愛
知
こ
ど
も
の
国

へ
出
掛
け
て
、
身
体
を
動
か
し
て
楽

し
み
ま
し
ょ
う
。

祭
り
を
後
世
に
伝
え
る
こ
と岩

瀬
文
庫
学
芸
員
　
鈴
木
と
よ
江

１１

祭
礼
前
日
の
準
備
は
、
人
々
が
総
出

で
飾
り
つ
け
な
ど
を
行
い
ま
す
。
室

町
で
は
縄
か
ら
自
分
た
ち
で
作
り
上

げ
て
お
り
、
大
切
な
技
術
の
伝
承
の

場
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。
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西 尾 市 の デ ー タ

１０月３０日に第８回佐久島太鼓フェス
ティバルが行われ、市内外から集ま
った９組が太鼓の演奏を披露しまし
た。写真は一色高校和太鼓部「いっ
しき」の演奏の様子です。今年創部
１０周年を迎える「いっしき」は、年
６０回程公演しています。この日も迫
力のある演奏で、満席の会場を盛り
上げていました。

先日行われた１７万人市民まるごと防
災訓練で、初めてドローン（小型無
人機）を使った訓練が行われました。
第一印象は音が静かで、上空で機体
に安定性があり、地上のモニターに
送られてくる映像も鮮明。災害時に
は人が近づけない現場の状況をリア
ルタイムに把握できるため、人命救
助などさまざまな場面で貢献してく
れることでしょう。災害時以外にも、
イベントなどの取材でドローンから
空撮できたら、新しい視点の写真が
撮れると想像が膨らみます。（ゆ）

編 集 雑 記

今 月 の 表 紙

【 西 尾 市 役 所 】
URL	（パソコン）　http://www.city.nishio.aichi.jp/
	 （携帯電話）　http://www.city.nishio.aichi.jp/mob/
E-mail　nishio@city.nishio.lg.jp
■本　　庁	 ☎0563・56・2111（代表）
	 〒445ー8501　西尾市寄住町下田22
■一色支所	 ☎0563・72・7111（代表）
	 〒444ー0492　西尾市一色町一色伊那跨61
■吉良支所	 ☎0563・32・1111（代表）
	 〒444ー0596　西尾市吉良町荻原川畑20
■幡豆支所	 ☎0563・62・5511（代表）
	 〒444ー0798　西尾市西幡豆町仲田14ー2

バーコード対応の携帯
電話などで読み取ると
「モバイル＠西尾市役
所」が閲覧できます。

■人口

■交通事故の状況

■消防の状況

火災 救助 救 急

10月 3件 2件 521件

１月から
の累計 38件 37件 5,481件

１１月１日現在 前 月 比
男性 86,556人 ＋61人
女性 84,704人 ＋37人
計 171,260人 ＋98人
世帯数 62,124世帯 ＋102世帯

人身事故
件 数

死 傷 者

負傷者 死亡者

10月 66件 79人 0人

１月から
の累計 597件 727人 6人

●
一
色
中
部
小
学
校

●
西
尾
中
学
校

　
１０
月
２５
日
に
創
立
７０
年
記
念
の
全
校

茶
会
が
行
わ
れ
、
生
徒
が
来
賓
や
保
護

者
を
抹
茶
で
接
待
し
ま
し
た
。
来
場
者

に
楽
し
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
、
お
も
て

な
し
と
利
他
の
心
で
呈
茶
や
余
興
に
努

め
て
い
ま
し
た
。

　
１１
月
４
日
、
放
課
時
に
地
震
と
津
波

が
発
生
し
た
想
定
で
避
難
訓
練
を
行
い

ま
し
た
。
地
震
発
生
の
放
送
が
校
内
に

流
れ
る
と
、
児
童
た
ち
は
素
早
く
身
を

守
る
行
動
を
取
り
、
先
生
の
指
示
に
従

っ
て
避
難
し
て
い
ま
し
た
。

●
吉
良
中
学
校

　
吉
良
中
学
校
統
合
５０
周
年
記
念
式
典

が
１１
月
５
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
記
念

行
事
と
し
て
卒
業
生
で
あ
る
糟
谷
悟
氏

（
ト
ヨ
タ
紡
織
陸
上
部
）
が
講
演
。
終

わ
り
に
は
代
表
の
生
徒
か
ら
お
礼
の
花

束
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

広報 平成28年12月１日号23

P23 学校.indd   23 2016/11/17   9:11:52


